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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
一
月
二
十
日
に
令
和
初

の
通
常
国
会
と
な
る
第
二
百
一
回
国

会
が
開
会
し
、
天
皇
陛
下
よ
り
「
国

会
が
、
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
、

当
面
す
る
内
外
の
諸
問
題
に
対
処
す

る
に
当
た
り
、
そ
の
使
命
を
十
分
に

果
た
し
、
国
民
の
信
託
に
応
え
る
こ

と
を
切
に
希
望
し
ま
す
」
と
お
言
葉

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
一
月
二
十

二
日
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨

席
の
も
と
、
厚
生
労
働
省
主
催
の
国

立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
な
ら
び
に
国
立
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
創
立
四
十

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
政
務
官
と
し
て
加
藤
勝
信

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
ご
挨
拶
を
代

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
両
陛
下
の
セ

ン
タ
ー
視
察
に
も
随
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
陛
下
の
お
言
葉
を
胸

に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
保
障
の
充
実
に
邁
進
す
る
決
意
を

新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て中

国
の
武
漢
で
昨
年
十
二
月
以
降

に
発
生
し
た
病
原
体
不
明
の
肺
炎

が
、
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
本

年
一
月
十
五
日
に
は
国
内
で
も
最
初

の
症
例
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急

の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
加
藤

厚
生
労
働
大
臣
を
本
部
長
と
す
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し

た
感
染
症
対
策
に
関
す
る
厚
生
労
働

省
対
策
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、

本
部
長
代
理
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
諸
外
国
と
の
連
携
強

化
、
水
際
対
策
、
全
国
の
地
方
衛
生

研
究
所
で
も
検
査
可
能
な
体
制
整

備
、宿
泊
施
設
へ
の
対
応
周
知
な
ど
、

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策

を
進
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
感
染
症
法
の「
指
定
感
染
症
」

お
よ
び
検
疫
法
の
「
検
疫
感
染
症
」

に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

検
疫
強
化
、
患
者
に
対
す
る
入
院
措

置
や
、
公
費
に
よ
る
適
切
な
医
療
提

供
等
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
自
民

党
「
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
医
療

Ｐ
Ｔ
」（
鶴
保
庸
介
座
長
、
安
藤
高

夫
事
務
局
長
の
新
体
制
）
も
一
月
二

十
八
日
に
開
催
し
、
医
療
・
観
光
関

連
施
設
等
に
お
け
る
対
応
状
況
を
関

係
省
庁
か
ら
聴
取
し
ま
し
た
。

二
月
十
日
か
ら
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」

の
船
内
で
対
応
に
当
た
っ
て
お
り
ま

す
。
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
先
生
方
に
船
内
で

の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
以

上
の
感
謝
は
あ
り
ま
せ
ん
。

超
党
派「
脳
卒
中
・
循
環
器
対
策
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
議
員
連
盟
」
設
立
総
会

脳
卒
中
・
循
環
器
病
対
策
基
本
法

が
昨
年
十
二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、

厚
生
労
働
省
に
「
循
環
器
病
対
策
推

進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
二

〇
年
夏
頃
を
目
途
に
「
循
環
器
病
対

策
推
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
法
の
理
念
を
し

っ
か
り
と
反
映
し
た
基
本
計
画
が
で

き
る
よ
う
、
超
党
派 

「
脳
卒
中
・
循

環
器
対
策
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
議
員
連

盟
」（
会
長
：
尾
辻
秀
久
参
議
院
議

員
、
事
務
局
長
：
自
見
は
な
こ
）
の

設
立
総
会
を
一
月
二
十
九
日
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
設
立
総
会
で
は
、

日
本
循
環
器
学
会
、
日
本
脳
卒
中
学

会
、
日
本
脳
卒
中
協
会
か
ら
基
本
計

画
へ
の
要
望
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
か
ら

循
環
器
病
対
策
推
進
協
議
会
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
尾
辻
会
長
の
ご
挨
拶
「
基
本
法

は
つ
く
っ
て
終
わ
り
で
は
な
い
。
し

っ
か
り
魂
を
入
れ
て
い
く
」
の
と
お

り
、
個
別
の
政
策
に
落
と
し
込
む
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

難
聴
対
策
推
進
議
員
連
盟

「Japan H
earing Vision

」

発
表昨

年
十
二
月
六
日
、
難
聴
対
策
推

進
議
員
連
盟
は
第
十
二
回
総
会
を
開

催
し
、
六
月
に
と
り
ま
と
め
た
新
生

児
期
・
小
児
期
の
難
聴
対
策
と
併
せ

て
わ
が
国
の
難
聴
対
策
の
あ
る
べ
き

姿
を
示
すJapan Hearing Vision

を

十
二
月
二
十
七
日
に
ま
と
め
ま
し

た
。新
生
児
期
・
小
児
期
の
ほ
か
、加

齢
性
難
聴
、
騒
音
性
難
聴
、
補
聴
器

な
ど
の
医
療
機
器
、
手
話
な
ど
に
つ

い
て
、
総
合
的
な
取
り
ま
と
め
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
ら
の
対

策
を
予
算
措
置
も
含
め
て
実
現
さ
せ

て
い
く
取
り
組
み
や
、
認
知
症
と
の

関
係
な
ど
、
個
別
の
テ
ー
マ
を
深
掘

り
す
る
な
ど
、
よ
り
い
っ
そ
う
力
強

い
難
聴
対
策
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

「
医
師
養
成
の
過
程
か
ら
医
師
偏

在
是
正
を
求
め
る
議
員
連
盟
」
第

7
回
総
会

前
号
で
、第
六
回
総
会
と
厚
生
労

働
大
臣
、文
部
科
学
大
臣
、総
務
大
臣

へ
の
要
望
申
入
れ
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
し
た
が
、そ
の
続
報
で
す
。

一
月
三
十
一
日
、
本
議
連
の
活
動

と
問
題
意
識
を
一
に
す
る
「
地
域
医

療
を
担
う
医
師
の
確
保
を
目
指
す
知

事
の
会
」
が
、
医
師
少
数
県
で
あ
る

青
森
県
、
岩
手
県
、
福
島
県
、
新
潟

県
、
長
野
県
、
静
岡
県
の
知
事
に
よ

り
発
足
し
ま
し
た
（
発
起
人
代
表
：

達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
）。
こ
れ
を

受
け
て
、
本
議
連
と
し
て
も
と
も
に

政
策
を
前
に
進
め
て
い
く
た
め
、
達

増
知
事
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
二

月
六
日
に
第
七
回
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
達
増
知
事
か
ら
は
「
地

域
医
療
を
担
う
医
師
の
確
保
を
目
指

す
知
事
の
会
」
の
設
立
趣
旨
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
日
本
医
師
会

の
松
本
吉
郎
常
任
理
事
か
ら
も
医
師

の
副
業
・
兼
業
と
地
域
医
療
に
関
す

る
日
本
医
師
会
緊
急
調
査
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

本
議
連
に
よ
る
昨
年
十
二
月
の
要
望

を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら

「Student Doctor

の
公
的
化
に
よ
る

医
学
生
の
医
行
為
の
法
的
な
担
保
」

や「
医
学
生
の
共
用
試
験（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
位
置
づ
け
の
整
理
」

も
含
む
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
師
養
成
に

向
け
た
改
革
全
体
案
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

現
場
か
ら
の
声
、
地
方
か
ら
の
声

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
対
策
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

「
臨
床
工
学
技
士
の
資
質
向
上
を

求
め
る
議
員
連
盟
」
第
2
回
総
会

労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
罰
則
付

き
で
医
師
に
も
適
用
さ
れ
る
二
〇
二

四
年
が
迫
る
な
か
、
タ
ス
ク
シ
フ
テ

ィ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、
医

師
の
働
き
方
改
革
は
待
っ
た
な
し
で

す
。
医
療
機
器
が
高
度
化
、
複
雑
化

す
る
な
か
で
、
医
学
と
工
学
の
知
識

を
併
せ
も
つ
臨
床
工
学
技
士
の
皆
さ

ま
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

養
成
課
程
の
見
直
し
や
医
療
機
関

に
お
け
る
臨
床
工
学
技
士
の
活
躍
を

推
進
す
る
環
境
整
備
を
通
じ
て
そ
の

資
質
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
議
員
連
盟
（
会
長
：
野
田
毅

衆
議
院
議
員
、
事
務
局
長
：
自
見
）

の
第
二
回
総
会
を
、
一
月
二

十
二
日
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。日

本
臨
床
工
学
技
士
会
、

日
本
臨
床
工
学
技
士
連
盟
の

要
望
や
資
質
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
聴
取
す
る
と
と

も
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら
医
師
の
働

き
方
改
革
と
臨
床
工
学
技
士
へ
の
タ

ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
検
討
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
出

席
さ
れ
た
多
く
の
国
会
議
員
に
加

え
、
日
本
医
師
会
の
釜
萢
敏
常
任
理

事
、
日
本
病
院
会
の
岡
留
健
一
郎
副

会
長
、
全
日
本
病
院
協
会
の
猪
口
雄

二
会
長
か
ら
も
、
臨
床
工
学
技
士
の

専
門
性
を
活
か
し
た
活
躍
推
進
を
応

援
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

橋本岳副大臣とともに、ダイヤモンド・
プリンセス号の対応に当たっています

1月22日、天皇皇后両陛下ご臨席のもと、厚生
労働省主催の国立障害者リハビリテーション
センターならびに国立職業リハビリテーショ
ンセンター創立40周年記念式典にて加藤厚
労大臣の祝文を代読させていただきました

1月20日、第201回通常国会が開会しました

超党派「脳卒中・循環器対策フォローア
ップ議員連盟」設立総会終了後に記念
撮影

1月31日「地域医療を担
う医師の確保を目指す
知事の会」でご挨拶の
機会をいただきました

2月6日、「医師養成の過程から医師
偏在是正を求める議員連盟」第7回
総会にて、河村建夫会長のご挨拶

1月7日、厚生労働大臣政務官として、
献血・骨髄バンクドナー登録会場
を視察しました

1月21日、国立大学医学部長会議・病院長
会議合同懇談会にて、「医師養成の過程か
ら医師偏在是正を求める議員連盟」の活
動についてご説明させていただきました

「臨床工学技士の資質向上を求める
議員連盟」第2回総会で野田会長
のご挨拶


